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海洋における暑熱下労働が人体に及ぼす影響
一合羽着用における皮膚温と発汗－

○ 中橋美智子＊、　村山雅己*＊、 浪越愛東、 鄭如伶＊＊＊
(＊東京学芸大　**船舶蟻装品研　＊**台南家政専科学校)

【目的】海洋暴露環境である船舶甲板上での作業服は暑寒にかかわらず合羽が作業外着と

して多く用いられ、防風・防寒・汚れ防止等、身体防御の役割を果たし ている。特に漁労

作業時では魚のヒレや刺などによる危害防止、魚血による汚れなどの問題から暑熱環境下

においても合羽が使用されており、その素材は、コスト、丈夫さなどの点からポリ塩化ビ

ニール、ゴム素材である。暑熱環境において非透湿性の合羽を着用し作業することは発汗

等蒸れに上り不快であり、衛生的にも問題である。今回の実験は暑熱下作業において合羽

を着用そ た場合の皮膚温、直腸温、発汗量等を測定し人体に及ぼす温熱的影響を考察し た。

【方法】被験者は、成人男子５名、成人女子２名の計７名とした。男女とも上衣は綿の半

袖Ｔシャツとしへ　f衣cま肌着にジャージのズボンとした。測定項目は、皮膚温８点、体温

（直腸温、鼓膜温) 、発汗量、衣内湿度とした。実験は室内と屋外において、それぞれ安

静時と運動時について試みた。安静時では静止直立状態、運動時ではエルゴメーターによ

る30 分間の運動負荷をさせ た。また着用衣服は合羽の有無による二条件とし た。

【結果】.10分間運動をさせた場合の平均皮膚温は、合羽を着用していない場合には殆ど変

化しないか若干低下するが、合羽を着用していると2 °C程度の上昇がみられる。直腸温は、

合羽なしで約o.rc 、合羽着用では0.9 °ｃ上昇した。ここで、運動終了後、合羽を脱衣す

れば皮膚温、直腸温ともに低下していくが、脱衣しないと直腸温は若干ではあるがさらに

上昇する。屋外においては、日射環境下で同様の実験を行った結果、直射日光にあたる皮

膚淵は約40 °C、直腸温も39°C程度となる結果を得た。

1 Ga －3 運動負荷姿勢と運動部位が温熱生理反応に及ぼす影響
○鄭 明姫、田村 照子（文化女大）

【目的】様々な環境に対するより快適・健康的・運動機能的被服設計の指針として、著者

らは先に異なる姿勢における安静時の生理反応、特に発汗の圧反射について報告した。今

回はこれに続き、運動負 荷時の発汗を中心とする生理反応について検討したので報告する。

【方法】運動は自転車エルゴメーターによるぐOzmaxSO ％強度の上肢と下肢運動で、上肢

運動時にはエルゴメーターのペダリングの軸を被験者の肩の高さに合わせて行った。運動

姿勢は仰臥位と椅座位である。実験は、環境温度30±I ℃、相対湿度50±5%. 気流0.2DI/

sec一定の人工気候室で、安静45分、運動15分、回復i5分間行った。測定項目は、直腸温、

皮膚温(13 点法), 血流量(手足指先･大腿･胸部)、換気カプセルによる発汗量( 背中･前腕･

大腿)、エバポリメーターによる水分蒸散量(前額･胸部･腰外側･下腹･上腕･前腕･手背･大腿･

下腿･足背)、代謝量、心拍出量、心拍数である。被験者は運動に鍛練していない成人女子

10名で、着装はブラジャーとショートパンツのみであった。

【結果】上肢と下肢運動負荷において求められたやOauax は、仰臥位上肢運動で17.89iiil/

kg/min、下肢運動で25.51,  脊座位上肢運動で23.23, 下肢運動で31.61と差が見られ､上肢

より下肢運動が、仰臥位より椅座位が大であった。その結果、エネルギー代謝が大きい下

肢運動での体温、皮膚温、血流量及び水分蒸散量などの変化量が大であった。また、エバ

ポリメーターによる水分蒸散量、カプセルによる発汗量の変化はいずれも上・下肢運動と

も仰臥位より椅座位で大となり、姿勢の影響が認められた。
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